
JP 2022-85613 A 2022.6.8

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2022-85613
(P2022-85613A)

(43)公開日　令和4年6月8日(2022.6.8)

(54)【発明の名称】　オーステナイト系ステンレス鋳鋼およびオーステナイト系ステンレス鋳鋼の製造方法

(51)国際特許分類
　   Ｃ２２Ｃ 30/00 (2006.01)
　   Ｃ２２Ｃ 38/00 (2006.01)
　   Ｃ２２Ｃ 38/58 (2006.01)
　   Ｃ２１Ｄ 6/00 (2006.01)

ＦＩ
　Ｃ２２Ｃ 30/00 　　　　 　　　
　Ｃ２２Ｃ 38/00 ３０２Ｚ 　　　
　Ｃ２２Ｃ 38/58 　　　　 　　　
　Ｃ２１Ｄ 6/00 １０２Ｎ 　　　

(21)出願番号　 特願2020-197385(P2020-197385)
(22)出願日　 令和2年11月27日(2020.11.27)

(71)出願人　 316015888
三菱重工エンジン＆ターボチャージャ株 
式会社
神奈川県相模原市中央区田名３０００番 
地

(74)代理人　 100149548
弁理士　松沼  泰史

(74)代理人　 100162868
弁理士　伊藤  英輔

(74)代理人　 100161702
弁理士　橋本  宏之

(74)代理人　 100189348
弁理士　古都  智

(74)代理人　 100196689
弁理士　鎌田  康一郎

最終頁に続く

(57)【要約】
【課題】低コスト、かつ、優れた耐熱性を備えるオース 
テナイト系ステンレス鋳鋼およびその製造方法を提供す 
る。
【解決手段】本開示のオーステナイト系ステンレス鋳鋼 
は、１０００℃で加熱したときの断面において、オース 
テナイト結晶粒の中央部の円相当径５００ｎｍ以上の炭 
化物の単位面積当たりの平均個数Ｎｃが６．０×１０－ 
２個／μｍ２以上であり、オーステナイト結晶粒の粒界 
近傍の円相当径５００ｎｍ以上の炭化物の単位面積当た 
りの平均個数をＮｇｂとしたとき、Ｎｇｂ／Ｎｃが１． 
３以下である。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　11　　ＯＬ　（全19頁）



10

20

30

40

50

JP 2022-85613 A 2022.6.8(2)

【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
１ ０ ０ ０ ℃ で 加 熱 し た と き の 断 面 に お い て 、
オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平  
均 個 数 Ｎ ｃ が ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ り 、
オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 近 傍 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 前 記 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た  
り の 平 均 個 数 を Ｎ ｇ ｂ と し た と き 、 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が １ ． ３ ０ 以 下 で あ る 、 オ ー ス テ ナ イ ト  
系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が ０ ． ５ 未 満 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳  
鋼 。
【 請 求 項 ３ 】
倍 率 ３ ０ ０ 倍 の 光 学 顕 微 鏡 観 察 に お い て 炭 化 物 が 観 察 さ れ な い 領 域 で あ る 無 析 出 領 域 を 有  
し 、
前 記 無 析 出 領 域 の 幅 が １ ． ５ μ ｍ ～ ２ ０ μ ｍ で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の オ ー ス テ ナ イ ト 系  
ス テ ン レ ス 鋳 鋼 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が ０ ． ５ ０ ～ １ ． ３ ０ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ  
ン レ ス 鋳 鋼 。
【 請 求 項 ５ 】
１ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 前 の 断 面 に お い て 、
オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平  
均 個 数 Ｎ ｃ が ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ り 、
オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 近 傍 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 前 記 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た  
り の 平 均 個 数 を Ｎ ｇ ｂ と し た と き 、 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が ０ ． ５ ０ ～ １ ． ３ ０ で あ る 、 請 求 項 １  
に 記 載 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 組 成 が 、 質 量 ％ で 、
Ｃ ： ０ ． ３ ％ ～ ０ ． ５ ％ 、
Ｍ ｎ ： ２ ． ０ ％ 以 下 、
Ｐ ： ０ ． ０ ４ ％ 以 下 、
Ｓ ： ０ ． ０ ３ ％ 以 下 、
Ｓ ｉ ： １ ． ０ ％ ～ ２ ． ５ ％ 、
Ｎ ｉ ： ３ ６ ％ ～ ３ ９ ％ 、
Ｃ ｒ ： １ ８ ％ ～ ２ １ ％ 、
Ｍ ｏ ： ０ ． ５ ％ 以 下 、
Ｎ ｂ ： １ ． ２ ～ １ ． ８ ％ 、
残 部 が 鉄 お よ び 不 純 物 か ら な る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の オ ー ス テ ナ イ ト 系  
ス テ ン レ ス 鋳 鋼 。
【 請 求 項 ７ 】
鋳 造 後 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 に 、 １ １ ０ ０ ℃ ～ １ ２ ５ ０ ℃ の 加 熱 温 度 で 加 熱  
を 行 う 加 熱 工 程 を 備 え る 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 加 熱 工 程 後 に 前 記 加 熱 温 度 か ら ５ ０ ０ ℃ ま で 平 均 冷 却 速 度 ６ ５ ℃ ／ 時 間 未 満 で 冷 却 す  
る 徐 冷 工 程 を 備 え る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 加 熱 工 程 後 に 前 記 加 熱 温 度 か ら ５ ０ ０ ℃ ま で 平 均 冷 却 速 度 ９ ０ ０ ℃ ／ 時 間 以 上 で 冷 却  
す る 冷 却 工 程 を 備 え る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 冷 却 工 程 後 に 、 ９ ０ ０ ℃ ～ １ ０ ５ ０ ℃ の 温 度 域 で １ 時 間 以 上 加 熱 す る 時 効 工 程 と 、
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前 記 時 効 工 程 の 前 記 温 度 域 か ら 室 温 ま で 平 均 冷 却 速 度 ９ ０ ０ ℃ ／ 時 間 以 上 で 冷 却 す る 第 ２  
の 冷 却 工 程 と 、
を 備 え る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 組 成 が 、 質 量 ％ で 、
Ｃ ： ０ ． ３ ％ ～ ０ ． ５ ％ 、
Ｍ ｎ ： ２ ． ０ ％ 以 下 、
Ｐ ： ０ ． ０ ４ ％ 以 下 、
Ｓ ： ０ ． ０ ３ ％ 以 下 、
Ｓ ｉ ： １ ． ０ ％ ～ ２ ． ５ ％ 、
Ｎ ｉ ： ３ ６ ％ ～ ３ ９ ％ 、
Ｃ ｒ ： １ ８ ％ ～ ２ １ ％ 、
Ｍ ｏ ： ０ ． ５ ％ 以 下 、
Ｎ ｂ ： １ ． ２ ～ １ ． ８ ％ 、
残 部 が 鉄 お よ び 不 純 物 か ら な る 、 請 求 項 ７ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の オ ー ス テ ナ イ ト  
系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 開 示 は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 お よ び オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製  
造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ー や ガ ス タ ー ビ ン は 使 用 時 に 高 温 と な る 。 そ の た め 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ  
ー や ガ ス タ ー ビ ン に 用 い ら れ る 材 料 に は 、 耐 酸 化 性 、 高 温 時 の 高 強 度 、 熱 疲 労 特 性 な ど の  
優 れ た 耐 熱 性 が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
耐 熱 性 の 条 件 を 満 た す 材 料 と し て は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス や Ｎ ｉ 基 合 金 が あ る 。  
例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 Ｎ ｉ を 主 成 分 と し 、 こ れ に 高 温 耐 食 性 に 必 要 な 量 の Ｃ ｒ と 、 炭  
化 物 形 成 元 素 で 且 つ 固 溶 強 化 に 必 要 な 量 の 固 溶 強 化 型 元 素 と が 含 有 さ れ て い る 鋳 物 か ら な  
り 、 マ ト リ ッ ク ス 中 に 共 晶 炭 化 物 お よ び 所 望 の 大 き さ の ２ 次 炭 化 物 が 分 散 し た 組 織 を 有 す  
る こ と を 特 徴 と す る ガ ス タ ー ビ ン 用 ノ ズ ル が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ７ － ３ ２ ３ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 特 許 文 献 １ に 開 示 の ガ ス タ ー ビ ン 用 ノ ズ ル は 、 高 価 な Ｎ ｉ 基 合 金 か ら 構 成 さ れ て  
お り 、 よ り 低 コ ス ト の 材 料 が 求 め ら れ て い る 。 ま た 、 現 在 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ー に お い て  
は 、 燃 費 性 能 を 向 上 さ せ る た め 、 排 ガ ス 温 度 は 上 昇 傾 向 に あ り 、 従 来 の オ ー ス テ ナ イ ト 系  
ス テ ン レ ス 鋳 鋼 よ り も 高 い 温 度 で の 耐 熱 性 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 開 示 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 低 コ ス ト 、 か つ 、 優 れ た 耐  
熱 性 を 備 え る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的  
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 開 示 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 １ ０ ０ ０ ℃ で 加 熱 し た と き の 断 面 に お  
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い て 、 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 Ｎ ｃ が ６ ． ０ × １ ０
－ ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ り 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 近 傍 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上  
の 前 記 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 を Ｎ ｇ ｂ と し た と き 、 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が １ ． ３ ０  
以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 開 示 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 は 、 鋳 造 後 の オ ー ス テ ナ イ ト 系  
ス テ ン レ ス 鋳 鋼 に 、 １ １ ０ ０ ℃ ～ １ ２ ５ ０ ℃ の 加 熱 温 度 で 加 熱 を 行 う 加 熱 工 程 を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 開 示 の 上 記 態 様 に よ れ ば 、 低 コ ス ト 、 か つ 、 優 れ た 耐 熱 性 を 備 え る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス  
テ ン レ ス 鋳 鋼 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 開 示 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 加 熱 後 の 光 学  
顕 微 鏡 像 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 開 示 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 加 熱 後 の 光 学  
顕 微 鏡 像 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 開 示 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 加 熱 前 の 光 学  
顕 微 鏡 像 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 開 示 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 加 熱 前 の 光 学  
顕 微 鏡 像 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 加 熱 後 の 光 学 顕 微 鏡 像 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 者 ら が 耐 熱 性 の 向 上 に つ い て 鋭 意 検 討 し た と こ ろ 、 以 下 の こ と が 分 か っ た 。
（ １ ） 繰 り 返 し の 熱 応 力 に よ っ て 、 従 来 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 で は 割 れ が 発  
生 す る 場 合 が あ る 。
（ ２ ） 従 来 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 で は 、 図 ５ の 円 で 囲 っ た 領 域 に 示 す よ う に  
、 加 熱 に よ っ て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 近 傍 に 過 剰 な 炭 化 物 が 析 出 す る 。
（ ３ ） 従 来 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 場 合 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 近 傍  
に 過 剰 な 炭 化 物 が 析 出 す る こ と で 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 が 脆 化 し 、 亀 裂 が 粒  
界 の 炭 化 物 に 沿 っ て 進 展 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 の 分 析 を 基 に 、 本 発 明 者 ら が 鋭 意 検 討 し た と こ ろ 、 以 下 の 知 見 が 得 ら れ た 。
（ Ａ ） オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を 加 熱 し た 後 の 断 面 に お い て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結  
晶 粒 の 中 央 部 の 前 記 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 を Ｎ ｃ と し 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶  
粒 の 粒 界 近 傍 の 前 記 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 を Ｎ ｇ ｂ と し た と き 、 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ  
ｃ が １ ． ３ ０ 以 下 で あ る と 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 脆 化 を 抑 制 す る こ と が で  
き る 。
本 発 明 は 、 上 記 の 知 見 に 基 づ い て 、 本 開 示 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 構 成 を 決  
定 し た 。 な お 、 本 開 示 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 熱 処 理 に よ っ て 、 析 出 物 を  
制 御 す る た め 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 単 位  
面 積 当 た り の 平 均 個 数 Ｎ ｃ は 、 ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ る 。 本 開 示 の オ ー ス  
テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 上 記 の 効 果 に よ り 、 高 い 耐 熱 性 を 得 る こ と が で き る 。 こ こ  
で 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 近 傍 は 、 「 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 か ら １ ０ μ ｍ ま  
で の 領 域 」 と し 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 と は 、 「 オ ー ス テ ナ イ ト の 粒 界 近 傍 以 外  
の 領 域 （ た だ し 、 無 析 出 領 域 は 除 く ） 」 と す る 。 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 「 ～ 」 を 用 い  
て 表 さ れ る 数 値 範 囲 は 、 「 ～ 」 の 前 後 に 記 載 さ れ る 数 値 を 下 限 値 及 び 上 限 値 と し て 含 む 範  
囲 を 意 味 す る 。 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 加 熱 温 度 な ど の 温 度 は オ ー ス テ ナ イ ト 鋳 鋼 の 表  
面 の 温 度 と す る 。



10

20

30

40

50

JP 2022-85613 A 2022.6.8(5)

【 ０ ０ １ ３ 】
＜ 第 １ の 実 施 形 態 ＞
第 １ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 に つ い て 以 下 、 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ Ｎ ｃ ＝ ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 ）
第 １ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を １ ０ ０ ０ ℃ で 加 熱 し た と き の 断  
面 に お い て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 単 位 面  
積 当 た り の 平 均 個 数 Ｎ ｃ は 、 ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ る 。 な お 、 １ ０ ０ ０ ℃  
の 加 熱 時 間 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば ３ ０ 分 で あ る 。 こ こ で 、 円 相 当 径 と は 、 粒 子 の 投 影  
面 積 と 等 し い 面 積 を 持 つ 円 の 直 径 を 言 う 。 よ り 好 ま し い 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個  
数 は 、 ６ ． ５ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ る 。 さ ら に 好 ま し い 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り  
の 平 均 個 数 は 、 ７ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 炭 化 物 の  
析 出 を 熱 処 理 に よ っ て 制 御 す る こ と か ら 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 の 円 相 当 径 ５ ０  
０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 Ｎ ｃ は 、 ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以  
上 と な る 。 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 鋳 鋼 に つ い て は 、 １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 前 に  
Ｎ ｃ が ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
炭 化 物 は 、 金 属 元 素 を Ｍ （ Ｍ ： Ｆ ｅ 、 Ｃ ｒ ， Ｎ ｂ ） と し 、 炭 素 元 素 を Ｃ と し た と き に 、 Ｍ
２ ３ Ｃ ６ で あ る こ と が 好 ま し い 。 炭 化 物 に つ い て は 、 例 え ば 、 エ ネ ル ギ ー 分 散 型 Ｘ 線 分 光  
法 （ Ｅ Ｄ Ｘ ） で 分 析 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ Ｎ ｃ の 測 定 方 法 ）
炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 は 、 以 下 の 方 法 で 測 定 で き る 。 １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 し た 後  
の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を 切 断 し 、 そ の 切 断 面 を ピ ク リ ン 酸 塩 酸 エ ッ チ ン グ し  
、 光 学 顕 微 鏡 で 観 察 す る （ 倍 率 １ ０ ０ ０ 倍 ） 。 図 １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ  
イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 光 学 顕 微 鏡 像 で あ る 。 図 １ の 場 合 で は 、 炭 化 物 は 、 オ ー ス テ ナ イ  
ト 結 晶 粒 の 中 央 部 に お い て 、 黒 い 領 域 と し て 現 れ る 。 得 ら れ た 観 察 像 の 結 晶 粒 内 の 任 意 の  
箇 所 １ ０ か 所 に お い て 、 直 径 １ ０ μ ｍ の 正 円 内 に お け る 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物  
の 個 数 を 計 測 し 、 得 ら れ た 炭 化 物 の 個 数 と 炭 化 物 を 計 測 し た 領 域 の 面 積 と か ら 、 単 位 面 積  
当 た り の 平 均 個 数 Ｎ ｃ を 算 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ ： ０ ． ５ ０ 未 満 ）
第 １ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 し た 後 の 断 面 に  
お い て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 前 記 炭 化 物 の 単 位 面  
積 当 た り の 平 均 個 数 を Ｎ ｃ と し 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 近 傍 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ  
以 上 の 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 を Ｎ ｇ ｂ と し た と き 、 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が ０ ． ５ ０  
未 満 で あ る 。 よ り 好 ま し い Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ は 、 ０ ． ４ ０ 以 下 で あ る 。 さ ら に 好 ま し い Ｎ ｇ ｂ  
／ Ｎ ｃ は 、 ０ ． ３ ０ 以 下 で あ る 。 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ は 、 ０ ． ０ ２ 以 上 で あ っ て も よ い 。 第 １ 実  
施 形 態 の 場 合 、 加 熱 に よ っ て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 近 傍 に お い て 、 炭 化 物 が 析 出  
す る 数 が 低 く な る 。 こ れ に よ り 、 金 属 組 織 の 延 性 を 高 め る こ と が で き る 。 な お 、 １ ０ ０ ０  
℃ の 加 熱 時 間 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば ３ ０ 分 で あ る 。 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ  
イ ト 系 鋳 鋼 に つ い て は 、 １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 前 に Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が ０ ． ５ ０ 未 満 で あ っ て も よ い  
。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ の 測 定 方 法 ）
Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ は 、 以 下 の 方 法 で 測 定 で き る 。 １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 し た 後 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス  
テ ン レ ス 鋳 鋼 を 切 断 し 、 そ の 切 断 面 を ピ ク リ ン 酸 塩 酸 エ ッ チ ン グ し 、 光 学 顕 微 鏡 で 観 察 す  
る （ 倍 率 １ ０ ０ ０ 倍 ） 。 得 ら れ た 観 察 像 に お い て 、 結 晶 粒 の 中 央 部 と 粒 界 近 傍 に お い て 、  
そ れ ぞ れ 任 意 の 箇 所 １ ０ か 所 を 選 び 各 々 の 箇 所 に お い て １ ０ μ ｍ の 正 円 内 に お け る 、 円 相  
当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 個 数 を 計 測 す る 。 得 ら れ た 中 央 部 の 炭 化 物 の 個 数 と 炭 化 物  
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を 計 測 し た 領 域 の 面 積 と か ら Ｎ ｃ を 算 出 す る 。 ま た 、 得 ら れ た 粒 界 近 傍 の 炭 化 物 の 個 数 と  
炭 化 物 を 計 測 し た 領 域 の 面 積 と か ら 、 Ｎ ｇ ｂ を 算 出 す る こ と が で き る 。 得 ら れ た Ｎ ｇ ｂ お  
よ び Ｎ ｃ よ り Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ を 算 出 す る 。 な お 、 １ ０ ０ ０ ℃ の 加 熱 時 間 は 特 に 限 定 さ れ ず 、  
例 え ば ３ ０ 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
( 無 析 出 領 域 の 平 均 幅 が １ ． ５ μ ｍ ～ ２ ０ μ ｍ ）
第 １ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 し た 後 の 断 面 に  
お い て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 内 に 倍 率 ３ ０ ０ 倍 の 光 学 顕 微 鏡 観 察 に お い て 炭 化 物 が 観 察  
さ れ な い 領 域 で あ る 無 析 出 領 域 が 存 在 し 、 か つ 、 当 該 無 析 出 領 域 の 幅 が １ ． ５ μ ｍ ～ ２ ０  
μ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 無 析 出 領 域 が 変 形 す る こ と に よ っ て 、 熱 応 力 に よ る 亀 裂 の 進  
展 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 無 析 出 領 域 の 平 均 幅 の 測 定 方 法 ）
無 析 出 領 域 の 平 均 幅 は 、 以 下 の 方 法 で 測 定 で き る 。 １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 し た 後 の オ ー ス テ ナ イ  
ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を 切 断 し 、 そ の 切 断 面 を ピ ク リ ン 酸 塩 酸 エ ッ チ ン グ し 、 光 学 顕 微 鏡 で  
観 察 す る （ 倍 率 ３ ０ ０ 倍 ） 。 得 ら れ た 観 察 像 に お い て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 付 近  
の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 を 任 意 に ５ ０ 個 選 択 し 、 そ れ ぞ れ の 炭 化 物 と 最 も 近 い  
粒 界 と の 内 接 円 を 設 定 す る 。 設 定 し た ５ ０ 個 の 内 接 円 の 直 径 の 平 均 値 を 算 出 し 、 そ の 平 均  
値 を 無 析 出 領 域 の 平 均 幅 と す る 。 な お 、 １ ０ ０ ０ ℃ の 加 熱 時 間 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば  
３ ０ 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 化 学 組 成 ）
第 １ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 組 成 は 、 例 え ば 、 質 量 ％ で  
、 Ｃ ： ０ ． ３ ％ ～ ０ ． ５ ％ 、 Ｍ ｎ ： ２ ． ０ ％ 以 下 、 Ｐ ： ０ ． ０ ４ ％ 以 下 、 Ｓ ： ０ ． ０ ３ ％  
以 下 、 Ｓ ｉ ： １ ． ０ ％ ～ ２ ． ５ ％ 、 Ｎ ｉ ： ３ ６ ％ ～ ３ ９ ％ 、 Ｃ ｒ ： １ ８ ％ ～ ２ １ ％ 、 Ｍ ｏ  
： ０ ． ５ ％ 以 下 、 Ｎ ｂ ： １ ． ２ ～ １ ． ８ ％ 、 残 部 が 鉄 お よ び 不 純 物 で あ る 。 以 下 、 各 元 素  
に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
Ｃ ： ０ ． ３ ％ ～ ０ ． ５ ％
Ｃ は 、 炭 化 物 を 形 成 す る た め の 元 素 で あ る 。 Ｃ 含 有 量 が 、 ０ ． ３ ％ 未 満 で あ る と 、 適 切 な  
量 の 炭 化 物 が 形 成 さ れ な い 場 合 が あ る 。 そ の た め 、 Ｃ 含 有 量 は 、 好 ま し く は ０ ． ３ ％ 以 上  
で あ る 。 Ｃ 含 有 量 が ０ ． ５ ％ 超 で あ る と 、 過 剰 な 炭 化 物 が 形 成 さ れ る 。 そ の た め 、 Ｃ 含 有  
量 は 、 好 ま し く は ０ ． ５ ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
Ｍ ｎ ： ２ ． ０ ％ 以 下
Ｍ ｎ は 、 脱 酸 効 果 を 有 し 、 ま た 、 オ ー ス テ ナ イ ト の 安 定 化 に 寄 与 す る 元 素 で あ る 。 し か し  
、 Ｍ ｎ 含 有 量 が ２ ． ０ ％ 超 で あ る と 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 が 脆 化 す る 場 合 が  
あ る 。 そ の た め 、 Ｍ ｎ 含 有 量 は 、 好 ま し く は ２ ． ０ ％ 以 下 で あ る 。 よ り 好 ま し く は 、 Ｍ ｎ  
含 有 量 は 、 １ ． ５ ％ 以 下 で あ る 。 Ｍ ｎ 含 有 量 は 、 さ ら に 好 ま し く は 、 １ ． ０ ％ 以 下 で あ る  
。 Ｍ ｎ 含 有 量 に つ い て は 、 特 に 下 限 を 設 け る 必 要 は な い が 、 Ｍ ｎ 含 有 量 が 極 端 に 低 い と 、  
脱 酸 効 果 が 十 分 に 得 ら れ な い 。 そ の た め 、 Ｍ ｎ 含 有 量 は 、 好 ま し く は ０ ． ０ ０ ０ １ ％ 以 上  
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
Ｐ ： ０ ． ０ ４ ％ 以 下
Ｐ は 、 不 純 物 と し て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 に 含 有 さ れ る 。 Ｐ 含 有 量 が 、 ０ ．  
０ ４ ％ 超 で あ る と 、 延 性 が 低 下 す る 。 そ の た め 、 Ｐ 含 有 量 は 、 好 ま し く は 、 ０ ． ０ ４ ％ 以  
下 で あ る 。 Ｐ 含 有 量 は 、 よ り 好 ま し く は 、 ０ ． ０ ３ ％ 以 下 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は 、 ０  
． ０ ２ ％ 以 下 で あ る 。 Ｐ 含 有 量 は 、 不 純 物 で あ る の で 、 可 能 な 限 り 低 減 す る こ と が 好 ま し  
い が 、 極 度 に Ｐ 含 有 量 を 低 く す る と 、 製 造 コ ス ト が 増 大 す る 。 そ の た め 、 Ｐ 含 有 量 は 、 ０  
． ０ ０ ０ １ ％ 以 上 と す る の が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は 、 ０ ． ０ ０ ０ ５ ％ 以 上 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
Ｓ ： ０ ． ０ ３ ％ 以 下
Ｓ は 、 不 純 物 と し て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 に 含 有 さ れ る 。 Ｓ 含 有 量 が ０ ． ０  
３ ％ 超 で あ る と 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 延 性 が 低 下 す る 場 合 が あ る 。 そ の た  
め 、 Ｓ 含 有 量 は 、 好 ま し く は ０ ． ０ ３ ％ 以 下 で あ る 。 よ り 好 ま し い Ｓ 含 有 量 は 、 ０ ． ０ ２  
％ 以 下 で あ る 。 Ｓ は 、 不 純 物 で あ る の で 、 可 能 な 限 り 低 減 す る こ と が 好 ま し い が 、 極 度 に  
Ｓ 含 有 量 を 低 く す る と 、 製 造 コ ス ト が 増 大 す る 。 そ の た め 、 Ｓ 含 有 量 は 、 好 ま し く は 、 ０  
． ０ ０ ０ １ ％ 以 上 で あ る 。 Ｓ 含 有 量 は 、 よ り 好 ま し く は 、 ０ ． ０ ０ ０ ５ ％ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
Ｓ ｉ ： １ ． ０ ％ ～ ２ ． ５ ％
Ｓ ｉ は 、 脱 酸 効 果 を 有 し 、 ま た 、 高 温 で の 耐 食 性 、 耐 酸 化 性 の 向 上 に 寄 与 す る 元 素 で あ る  
。 し か し 、 Ｓ ｉ 含 有 量 が ２ ． ５ ％ 超 と な る と 、 オ ー ス テ ナ イ ト の 安 定 性 が 低 下 し て 、 靭 性  
が 低 下 す る 場 合 が あ る 。 そ の た め 、 Ｓ ｉ 含 有 量 は 、 好 ま し く は 、 ２ ． ５ ％ 以 下 で あ る 。 Ｓ  
ｉ 含 有 量 は 、 よ り 好 ま し く は ２ ． ０ ％ 以 下 で あ る 。 Ｓ ｉ 含 有 量 は 、 さ ら に 好 ま し く は 、 １  
． ５ ％ 以 下 で あ る 。 Ｓ ｉ 含 有 量 が １ ． ０ ％ 未 満 で あ る と 、 脱 酸 効 果 が 十 分 に 得 ら れ な い 場  
合 が あ る 。 そ の た め 、 Ｓ ｉ 含 有 量 は 、 好 ま し く は 、 １ ． ０ ％ 以 上 で あ る 。 よ り 好 ま し い Ｓ  
ｉ 含 有 量 は 、 １ ． １ ％ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
Ｎ ｉ ： ３ ６ ％ ～ ３ ９ ％
Ｎ ｉ は 、 オ ー ス テ ナ イ ト を 得 る た め に 有 効 な 元 素 で あ り 、 オ ー ス テ ナ イ ト 安 定 性 に 寄 与 す  
る 元 素 で あ る 。 Ｎ ｉ が ３ ６ ％ 未 満 の 場 合 、 上 記 の 効 果 を 得 ら れ な い 場 合 が あ る 。 そ の た め  
、 Ｎ ｉ 含 有 量 は 、 好 ま し く は ３ ６ ％ 以 上 で あ る 。 Ｎ ｉ を 多 量 に 含 有 さ せ る と 、 コ ス ト が 増  
大 す る 。 そ の た め 、 Ｎ ｉ 含 有 量 は 、 好 ま し く は 、 ３ ９ ％ 以 下 で あ る 。 Ｎ ｉ 含 有 量 は 、 よ り  
好 ま し く は 、 ３ ８ ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
Ｃ ｒ ： １ ８ ％ ～ ２ １ ％
Ｃ ｒ は 、 高 温 で の 耐 酸 化 性 の 向 上 に 寄 与 し 、 ま た 、 炭 化 物 を 形 成 す る た め に 必 要 な 元 素 で  
あ る 。 Ｃ ｒ 含 有 量 が １ ８ ％ 未 満 で は 、 上 記 の 効 果 が 得 ら れ な い 場 合 が あ る 。 そ の た め 、 Ｃ  
ｒ 含 有 量 は 、 好 ま し く は 、 １ ８ ％ 以 上 で あ る 。 し か し 、 Ｃ ｒ 含 有 量 が ２ １ ％ 超 で あ る と 、  
高 温 で の オ ー ス テ ナ イ ト の 安 定 性 が 低 下 す る 場 合 が あ る 。 そ の た め 、 Ｃ ｒ 含 有 量 は 好 ま し  
く は 、 ２ １ ％ 以 下 で あ る 。 よ り 好 ま し い Ｃ ｒ 含 有 量 は 、 ２ ０ ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
Ｍ ｏ ： ０ ． ５ ％ 以 下
Ｍ ｏ は 、 固 溶 強 化 元 素 で あ る 。 Ｍ ｏ 含 有 量 が ０ ． ５ ％ 超 で あ る と 、 オ ー ス テ ナ イ ト の 安 定  
性 が 低 下 す る 場 合 が あ る 。 そ の た め 、 Ｍ ｏ 含 有 量 は 、 好 ま し く は 、 ０ ． ５ ％ 以 下 で あ る 。  
Ｍ ｏ 含 有 量 は 、 よ り 好 ま し く は 、 ０ ． ４ ％ 以 下 で あ る 。 Ｍ ｏ の 効 果 を 得 る た め に 、 Ｍ ｏ 含  
有 量 は 、 好 ま し く は ０ ． ０ １ ％ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
Ｎ ｂ ： １ ． ２ ～ １ ． ８ ％
Ｎ ｂ は 、 炭 化 物 を 形 成 す る 元 素 で あ る 。 Ｎ ｂ 含 有 量 が １ ． ２ ％ 未 満 で あ る と 、 適 切 な 炭 化  
物 が 形 成 さ れ な い 場 合 が あ る 。 そ の た め 、 Ｎ ｂ 含 有 量 は 、 好 ま し く は 、 １ ． ２ ％ 以 上 で あ  
る 。 Ｎ ｂ 含 有 量 は 、 よ り 好 ま し く は 、 １ ． ３ ％ 以 上 で あ る 。 Ｎ ｂ 含 有 量 が １ ． ８ ％ 超 で あ  
る と 、 炭 化 物 が 多 量 に 析 出 す る 場 合 が あ る 。 そ の た め 、 Ｎ ｂ 含 有 量 は 、 好 ま し く は 、 １ ．  
８ ％ 以 下 で あ る 。 Ｎ ｂ 含 有 量 は 、 よ り 好 ま し く は 、 １ ． ７ ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
残 部 ： 鉄 お よ び 不 純 物
本 開 示 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 組 成 に お い て 、 残 部 は 、 鉄 お よ び 不 純 物  
で あ る 。 こ こ で 、 不 純 物 と は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を 製 造 す る 際 に 、 原 料 や  
製 造 工 程 に お い て 、 混 入 す る 成 分 で あ る 。 不 純 物 は 、 本 開 示 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ  
ス 鋳 鋼 の 効 果 が 得 ら れ る 範 囲 で 許 容 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 組 成 は 、 公 知 の 方 法 を 用 い 分 析 す る こ と が で き る  
。 例 え ば 、 誘 導 結 合 プ ラ ズ マ 質 量 分 析 法 な ど で 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
「 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 」
第 １ 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 例 え ば 、 次 の 方 法 で 製 造 さ れ る  
。 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を 構 成 す る 組 成 成 分 を 溶 解 し 、 得 ら れ た 溶 湯 を 所 定 の  
型 枠 に 注 入 し て 、 鋳 鋼 を 得 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ 加 熱 工 程 ）
次 に 、 得 ら れ た 鋳 鋼 に 対 し 、 １ １ ０ ０ ℃ ～ １ ２ ５ ０ ℃ の 加 熱 温 度 で 加 熱 を 行 う 加 熱 工 程 を  
実 施 す る 。 加 熱 温 度 が １ １ ０ ０ ～ １ ２ ５ ０ ℃ の 温 度 範 囲 で あ れ ば 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ  
ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 成 分 が 結 晶 粒 全 体 に 均 一 に 固 溶 す る の で 、 好 ま し い 。 ま た 、 加 熱 時 間 が  
５ 分 以 上 で あ れ ば 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 成 分 が 結 晶 粒 全 体 に 均 一 に 固  
溶 す る の で 、 好 ま し い 。 加 熱 時 間 の 上 限 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ６ ０ 分 以 上 加 熱 し て も 変  
化 が あ ま り な い こ と か ら 、 ６ ０ 分 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ 徐 冷 工 程 ）
加 熱 工 程 を 実 施 し た 後 の 鋳 鋼 に 対 し 、 加 熱 温 度 か ら ５ ０ ０ ℃ ま で 平 均 冷 却 速 度 １ ０ ０ ℃ ／  
時 間 未 満 で 冷 却 す る 徐 冷 工 程 を 実 施 す る 。 徐 冷 中 に 、 元 素 が 炭 化 物 と し て 析 出 し 成 長 す る  
。 平 衡 体 積 ま で は 、 炭 化 物 が 成 長 す る が 、 平 衡 体 積 に 到 達 し た 後 は 、 オ ス ト ワ ル ド 成 長 に  
よ り 、 比 較 的 小 さ い 炭 化 物 は 消 失 し 、 比 較 的 大 き い 炭 化 物 は 成 長 す る 。 粒 界 に は 、 粗 大 な  
炭 化 物 が あ る の で 、 粒 界 近 傍 の 元 素 は 、 粒 界 に あ る 粗 大 な 炭 化 物 に 集 ま り 成 長 す る こ と で  
、 粒 界 近 傍 の 炭 化 物 は 減 少 す る 。 こ れ に よ り 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を １ ０ ０  
０ ℃ 加 熱 し た と き の 粒 界 の 粗 大 な 炭 化 物 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ を ０ ． ５  
未 満 に す る こ と が で き る の で 好 ま し い 。 ま た 、 徐 冷 工 程 を 実 施 す る こ と で 、 炭 化 物 を 平 衡  
析 出 状 態 近 く ま で 進 行 さ せ る こ と が で き 、 高 温 使 用 中 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼  
の 安 定 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
＜ 第 ２ の 実 施 形 態 ＞
第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 に つ い て 以 下 、 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ Ｎ ｃ ＝ ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 ）
第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 し た と き の 断 面  
に お い て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 単 位 面 積  
当 た り の 平 均 個 数 は 、 ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ る 。 な お 、 １ ０ ０ ０ ℃ の 加 熱  
時 間 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば ３ ０ 分 で あ る 。 よ り 好 ま し い 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平  
均 個 数 は 、 ６ ． ５ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ る 。 さ ら に 好 ま し い 炭 化 物 の 単 位 面 積 当  
た り の 平 均 個 数 は 、 ７ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 炭 化  
物 の 析 出 を 熱 処 理 に よ っ て 制 御 す る こ と か ら 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 の 円 相 当 径  
５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 は 、 ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以  
上 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
炭 化 物 は 、 金 属 元 素 を Ｍ （ Ｍ ： Ｆ ｅ 、 Ｃ ｒ ， Ｎ ｇ ｂ ） と し 、 炭 素 元 素 を Ｃ と し た と き に 、  
Ｍ ２ ３ Ｃ ６ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ Ｎ ｃ の 測 定 方 法 ）
炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 方 法 で 測 定 で き る 。 １ ０  
０ ０ ℃ で 加 熱 し た 後 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を 切 断 し 、 そ の 切 断 面 を ピ ク リ ン  
酸 塩 酸 エ ッ チ ン グ し 、 光 学 顕 微 鏡 で 観 察 す る （ 倍 率 １ ０ ０ ０ 倍 ） 。 図 ２ は 、 第 ２ の 実 施 形  
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態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 後 の 光 学 顕 微 鏡 像 で あ る 。 図  
２ の 場 合 で は 、 炭 化 物 は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 に お い て 、 黒 い 領 域 と し て 現 れ  
る 。 得 ら れ た 観 察 像 の 任 意 の 箇 所 １ ０ か 所 に お い て 、 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の  
個 数 を 計 測 し 、 得 ら れ た 炭 化 物 の 個 数 と 炭 化 物 を 計 測 し た 領 域 の 面 積 と か ら 、 単 位 面 積 当  
た り の 平 均 個 数 を 算 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ ： ０ ． ５ ０ ～ １ ． ３ ０ ）
第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を １ ０ ０ ０ ℃ で 加 熱 し た 後 の 断 面  
に お い て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 前 記 炭 化 物 の 単 位  
面 積 当 た り の 平 均 個 数 を Ｎ ｃ と し 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 近 傍 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ  
ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 を Ｎ ｇ ｂ と し た と き 、 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が ０ ． ５  
０ ～ １ ． ３ ０ で あ る 。 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 内 に 均 一 に 炭 化 物 が 析  
出 す る た め 、 金 属 組 織 の 強 度 お よ び 絞 り を 高 め る こ と が で き る 。 こ こ で 、 絞 り と は 引 張 試  
験 前 の 断 面 積 に 対 す る 引 張 試 験 後 の 破 断 箇 所 に お け る 断 面 積 の 変 化 量 を い う 。 よ り 好 ま し  
い Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ は ０ ． ７ ０ 以 上 で あ る 。 さ ら に 好 ま し い Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ は 、 ０ ． ８ ５ 以 上 で  
あ る 。 よ り 好 ま し い Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ は 、 １ ． ０ ５ 以 下 で あ る 。 さ ら に 好 ま し い Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ  
は 、 １ ． ０ ０ 以 下 で あ る 。 な お 、 １ ０ ０ ０ ℃ の 加 熱 時 間 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば ３ ０ 分  
で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ の 測 定 方 法 ）
Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ は 、 以 下 の 方 法 で 測 定 で き る 。 １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 し た 後 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス  
テ ン レ ス 鋳 鋼 を 切 断 し 、 そ の 切 断 面 を ピ ク リ ン 酸 塩 酸 エ ッ チ ン グ し 、 光 学 顕 微 鏡 で 観 察 す  
る （ 倍 率 １ ０ ０ ０ 倍 ） 。 得 ら れ た 観 察 像 に お い て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 と 粒 界  
近 傍 に お い て 、 そ れ ぞ れ 任 意 の 箇 所 １ ０ か 所 を 選 び 各 々 の 箇 所 に お い て １ ０ μ ｍ の 正 円 内  
に お け る 、 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 個 数 を 計 測 す る 。 得 ら れ た 結 晶 粒 の 中 央 部  
の 炭 化 物 の 個 数 と 炭 化 物 を 計 測 し た 領 域 の 面 積 と か ら Ｎ ｃ を 算 出 す る 。 得 ら れ た 粒 界 近 傍  
の 炭 化 物 の 個 数 と 炭 化 物 を 計 測 し た 領 域 の 面 積 と か ら 、 Ｎ ｇ ｂ を 算 出 す る こ と が で き る 。  
得 ら れ た Ｎ ｇ ｂ お よ び Ｎ ｃ よ り Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ 化 学 組 成 ）
第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 組 成 は 、 例 え ば 、 質 量 ％ で  
、 Ｃ ： ０ ． ３ ％ ～ ０ ． ５ ％ 、 Ｍ ｎ ： ２ ． ０ ％ 以 下 、 Ｐ ： ０ ． ０ ４ ％ 以 下 、 Ｓ ： ０ ． ０ ３ ％  
以 下 、 Ｓ ｉ ： １ ． ０ ％ ～ ２ ． ５ ％ 、 Ｎ ｉ ： ３ ６ ％ ～ ３ ９ ％ 、 Ｃ ｒ ： １ ８ ％ ～ ２ １ ％ 、 Ｍ ｏ  
： ０ ． ５ ％ 以 下 、 Ｎ ｂ ： １ ． ２ ～ １ ． ８ ％ 、 残 部 が 鉄 お よ び 不 純 物 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
「 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 」
第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 例 え ば 、 次 の 方 法 で 製 造 さ れ  
る 。 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を 構 成 す る 組 成 成 分 を 溶 解 し 、 得 ら れ た 溶 湯 を 所 定  
の 型 枠 に 注 入 し て 、 鋳 鋼 を 得 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ 加 熱 工 程 ）
次 に 、 得 ら れ た 鋳 鋼 に 対 し 、 １ １ ０ ０ ℃ ～ １ ２ ５ ０ ℃ の 加 熱 温 度 で 加 熱 を 行 う 加 熱 工 程 を  
実 施 す る 。 加 熱 温 度 が １ １ ０ ０ ～ １ ２ ５ ０ ℃ の 温 度 範 囲 で あ れ ば 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ  
ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 成 分 が 結 晶 粒 全 体 に 均 一 に 固 溶 す る の で 、 好 ま し い 。 ま た 、 加 熱 時 間 が  
５ 分 以 上 で あ れ ば 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 成 分 が 結 晶 粒 全 体 に 均 一 に 固  
溶 す る の で 、 好 ま し い 。 加 熱 時 間 の 上 限 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ６ ０ 分 以 上 加 熱 し て も 変  
化 が あ ま り な い こ と か ら 、 ６ ０ 分 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ 冷 却 工 程 ）
加 熱 工 程 を 実 施 し た 後 の 鋳 鋼 に 対 し 、 加 熱 温 度 か ら ５ ０ ０ ℃ ま で 平 均 冷 却 速 度 ９ ０ ０ ℃ ／  
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時 間 以 上 で 冷 却 す る 冷 却 工 程 を 実 施 す る 。 こ こ で 、 冷 却 工 程 の 平 均 冷 却 速 度 と は 、 加 熱 温  
度 か ら ５ ０ ０ ℃ ま で の 平 均 の 冷 却 速 度 を い う 。 冷 却 中 に 炭 化 物 が 過 剰 に 析 出 す る こ と を 防  
ぐ た め に 平 均 冷 却 速 度 は ９ ０ ０ ℃ ／ 時 間 以 上 と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
得 ら れ た 第 ２ の 実 施 形 態 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 前 の 光 学 顕  
微 鏡 像 を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン  
レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 で 製 造 さ れ る 場 合 、 粒 界 炭 化 物 の 一 部 が 固 溶 し 、 組 織 が 均 質 化 さ れ る  
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
＜ 第 ３ の 実 施 形 態 ＞
第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 に つ い て 以 下 、 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ Ｎ ｃ ＝ ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 ）
第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 前 の 断 面 に お い  
て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り  
の 平 均 個 数 は 、 ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ る 。 よ り 好 ま し い 炭 化 物 の 単 位 面 積  
当 た り の 平 均 個 数 は 、 ６ ． ５ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ る 。 さ ら に 好 ま し い 炭 化 物 の  
単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 は 、 ７ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お  
い て 、 炭 化 物 の 析 出 を 熱 処 理 に よ っ て 制 御 す る こ と か ら 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部  
の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 は 、 ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個  
／ μ ｍ ２ 以 上 で あ る 。 ま た 、 加 熱 前 か ら オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 中 に 炭 化 物 が 析  
出 し て い る の で 、 高 温 時 の 強 度 が 向 上 す る 。 な お 、 第 ３ 実 施 形 態 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ  
ン レ ス 鋳 鋼 に お い て 、 １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 後 も 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 の 円 相 当 径 ５  
０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 Ｎ ｃ は 、 ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２
以 上 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
炭 化 物 は 、 金 属 元 素 を Ｍ （ Ｍ ： Ｆ ｅ 、 Ｃ ｒ ， Ｎ ｂ ） と し 、 炭 素 元 素 を Ｃ と し た と き に 、 Ｍ
２ ３ Ｃ ６ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ Ｎ ｃ の 測 定 方 法 ）
炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 は 、 以 下 の 方 法 で 測 定 で き る 。 １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 前 の オ  
ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を 切 断 し 、 そ の 切 断 面 を ピ ク リ ン 酸 塩 酸 エ ッ チ ン グ し 、 光  
学 顕 微 鏡 で 観 察 す る （ 倍 率 １ ０ ０ ０ 倍 ） 。 図 ４ は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト  
系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 光 学 顕 微 鏡 像 で あ る 。 図 ４ の 場 合 で は 、 炭 化 物 は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結  
晶 粒 の 中 央 部 に お い て 、 黒 い 領 域 と し て 現 れ る 。 得 ら れ た 観 察 像 の 任 意 の 箇 所 １ ０ か 所 に  
お い て 、 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 個 数 を 計 測 し 、 得 ら れ た 炭 化 物 の 個 数 と 炭 化  
物 を 計 測 し た 領 域 の 面 積 と か ら 、 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 を 算 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ ： ０ ． ５ ０ ～ １ ． ３ ０ ）
第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 前 の 断 面 に お い  
て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 前 記 炭 化 物 の 単 位 面 積 当  
た り の 平 均 個 数 を Ｎ ｃ と し 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 近 傍 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上  
の 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 を Ｎ ｇ ｂ と し た と き 、 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が ０ ． ５ ０ ～ １  
． ３ ０ で あ る 。 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 加 熱 前 に オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 内 に 均 一 に 炭 化 物 が  
析 出 し て い る の で 、 高 温 使 用 時 の 組 織 安 定 性 が 向 上 し 、 絞 り を 向 上 す る こ と が で き る 。 ま  
た 、 熱 応 力 の 繰 り 返 し に よ る 結 晶 粒 界 に よ る 割 れ を 抑 制 す る こ と が で き る と と も に 、 熱 応  
力 作 用 時 の 塑 性 変 形 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。 よ り 好 ま し い Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ は ０ ． ７ ０ 以  
上 で あ る 。 さ ら に 好 ま し い Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ は 、 ０ ． ８ ５ 以 上 で あ る 。 よ り こ の ま し い Ｎ ｇ ｂ  
／ Ｎ ｃ は 、 １ ． ０ ５ 以 下 で あ る 。 さ ら に 好 ま し い Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ は 、 １ ． ０ ０ 以 下 で あ る 。  
な お 、 第 ３ 実 施 形 態 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 に お い て 、 １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 後 も 、  
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Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ は ０ ． ５ ０ ～ １ ． ３ ０ と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ の 測 定 方 法 ）
Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ は 、 以 下 の 方 法 で 測 定 で き る 。 １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 前 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン  
レ ス 鋳 鋼 を 切 断 し 、 そ の 切 断 面 を ピ ク リ ン 酸 塩 酸 エ ッ チ ン グ し 、 光 学 顕 微 鏡 で 観 察 す る （  
倍 率 １ ０ ０ ０ 倍 ） 。 得 ら れ た 観 察 像 に お い て 、 結 晶 粒 の 中 央 部 と 粒 界 近 傍 に お い て 、 そ れ  
ぞ れ 任 意 の 箇 所 １ ０ か 所 を 選 び 各 々 の 箇 所 に お い て １ ０ μ ｍ の 正 円 内 に お け る 、 円 相 当 径  
５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 個 数 を 計 測 す る 。 得 ら れ た 中 央 部 の 炭 化 物 の 個 数 と 炭 化 物 を 計  
測 し た 領 域 の 面 積 と か ら Ｎ ｃ を 算 出 す る 。 得 ら れ た 粒 界 近 傍 の 炭 化 物 の 個 数 と 炭 化 物 を 計  
測 し た 領 域 の 面 積 と か ら 、 Ｎ ｇ ｂ を 算 出 す る こ と が で き る 。 得 ら れ た Ｎ ｇ ｂ お よ び Ｎ ｃ よ  
り Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ 化 学 組 成 ）
第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 組 成 は 、 例 え ば 、 質 量 ％ で  
、 Ｃ ： ０ ． ３ ％ ～ ０ ． ５ ％ 、 Ｍ ｎ ： ２ ． ０ ％ 以 下 、 Ｐ ： ０ ． ０ ４ ％ 以 下 、 Ｓ ： ０ ． ０ ３ ％  
以 下 、 Ｓ ｉ ： １ ． ０ ％ ～ ２ ． ５ ％ 、 Ｎ ｉ ： ３ ６ ％ ～ ３ ９ ％ 、 Ｃ ｒ ： １ ８ ％ ～ ２ １ ％ 、 Ｍ ｏ  
： ０ ． ５ ％ 以 下 、 Ｎ ｂ ： １ ． ２ ～ １ ． ８ ％ 、 残 部 が 鉄 お よ び 不 純 物 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
「 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 」
第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 例 え ば 、 次 の 方 法 で 製 造 さ れ  
る 。 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を 構 成 す る 組 成 成 分 を 溶 解 し 、 得 ら れ た 溶 湯 を 所 定  
の 型 枠 に 注 入 し て 、 鋳 鋼 を 得 る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ 加 熱 工 程 ）
次 に 、 得 ら れ た 鋳 鋼 に 対 し 、 １ １ ０ ０ ℃ ～ １ ２ ５ ０ ℃ の 加 熱 温 度 で 加 熱 を 行 う 加 熱 工 程 を  
実 施 す る 。 加 熱 温 度 が １ １ ０ ０ ～ １ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 範 囲 で あ れ ば 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ  
ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 成 分 が 結 晶 粒 全 体 に 均 一 に 固 溶 す る の で 、 好 ま し い 。 ま た 、 加 熱 時 間 が  
５ 分 以 上 で あ れ ば 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 成 分 が 結 晶 粒 全 体 に 均 一 に 固  
溶 す る の で 、 好 ま し い 。 加 熱 時 間 の 上 限 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ６ ０ 分 以 上 加 熱 し て も 変  
化 が あ ま り な い こ と か ら 、 ６ ０ 分 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ 冷 却 工 程 ）
加 熱 工 程 を 実 施 し た 後 の 鋳 鋼 に 対 し 、 加 熱 温 度 か ら ５ ０ ０ ℃ ま で 平 均 冷 却 速 度 ９ ０ ０ ℃ ／  
時 間 以 上 で 冷 却 す る 冷 却 工 程 を 実 施 す る 。 こ こ で 、 冷 却 工 程 の 平 均 冷 却 速 度 と は 、 加 熱 温  
度 か ら ５ ０ ０ ℃ ま で の 平 均 の 冷 却 速 度 を い う 。 冷 却 中 に 炭 化 物 が 過 剰 に 析 出 す る こ と を 防  
ぐ た め に 平 均 冷 却 速 度 は ９ ０ ０ ℃ ／ 時 間 以 上 と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ 時 効 工 程 ）
次 に 、 得 ら れ た 鋳 鋼 に 対 し 、 ９ ０ ０ ℃ ～ １ ０ ５ ０ ℃ の 時 効 温 度 で １ 時 間 以 上 加 熱 を 行 う 時  
効 工 程 を 実 施 す る 。 時 効 温 度 が ９ ０ ０ ℃ ～ １ ０ ５ ０ ℃ の 温 度 範 囲 で あ れ ば 、 均 一 な 炭 化 物  
を 析 出 す る こ と が で き る の で 、 好 ま し い 。 ま た 、 加 熱 時 間 が １ 時 間 以 上 で あ れ ば 、 均 一 な  
炭 化 物 を 析 出 す る こ と が で き る の で 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ 第 ２ の 冷 却 工 程 ）
時 効 工 程 を 実 施 し た 後 の 鋳 鋼 に 対 し 、 時 効 温 度 か ら ５ ０ ０ ℃ ま で 平 均 冷 却 速 度 ９ ０ ０ ℃ ／  
時 間 以 上 で 冷 却 す る 第 ２ の 冷 却 工 程 を 実 施 す る 。 こ こ で 、 第 ２ の 冷 却 工 程 の 平 均 冷 却 速 度  
と は 、 時 効 温 度 か ら ５ ０ ０ ℃ ま で の 平 均 の 冷 却 速 度 を い う 。 冷 却 中 に 炭 化 物 が 過 剰 に 析 出  
す る こ と を 防 ぐ た め に 平 均 冷 却 速 度 は ９ ０ ０ ℃ ／ 時 間 以 上 と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
な お 、 上 記 で 説 明 し た 各 実 施 形 態 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 に お  
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い て 、 公 知 の 工 程 を 組 み 合 わ せ て も よ い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ っ て 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で  
は な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 実 施 例 １ ）
化 学 組 成 が 、 質 量 ％ で 、 Ｃ ： ０ ． ３ ４ ％ 、 Ｍ ｎ ： ０ ． ８ ９ ％ 、 Ｐ ： ０ ． ０ ２ １ ％ 、 Ｓ ： ０  
． ０ ０ ７ ％ 、 Ｓ ｉ ： １ ． １ ３ ％ 、 Ｎ ｉ ： ３ ６ ． ３ ３ ％ 、 Ｃ ｒ ： １ ８ ． ７ ７ ％ 、 Ｍ ｏ ： ０ ．  
０ ２ ％ 、 Ｎ ｂ ： １ ． ２ ８ ％ 、 残 部 が 鉄 お よ び 不 純 物 で あ る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス の  
鋳 造 物 に 対 し 、 １ ２ ５ ０ ℃ の 加 熱 温 度 で ６ ０ 分 加 熱 を 行 い 、 加 熱 後 １ ２ ５ ０ ℃ ～ ５ ０ ０ ℃  
ま で 平 均 冷 却 速 度 ６ ５ ℃ ／ 時 間 で 冷 却 し 、 実 施 例 １ の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を  
得 た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ 実 施 例 ２ ）
化 学 組 成 が 、 質 量 ％ で 、 Ｃ ： ０ ． ３ ４ ％ 、 Ｍ ｎ ： ０ ． ８ ９ ％ 、 Ｐ ： ０ ． ０ ２ １ ％ 、 Ｓ ： ０  
． ０ ０ ７ ％ 、 Ｓ ｉ ： １ ． １ ３ ％ 、 Ｎ ｉ ： ３ ６ ． ３ ３ ％ 、 Ｃ ｒ ： １ ８ ． ７ ７ ％ 、 Ｍ ｏ ： ０ ．  
０ ２ ％ 、 Ｎ ｂ ： １ ． ２ ８ ％ 、 残 部 が 鉄 お よ び 不 純 物 で あ る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス の  
鋳 造 物 に 対 し 、 １ ２ ５ ０ ℃ の 加 熱 温 度 で ６ ０ 分 加 熱 を 行 い 、 加 熱 後 １ ２ ５ ０ ℃ ～ ５ ０ ０ ℃  
ま で 平 均 冷 却 速 度 ４ ０ ０ ０ ℃ ／ 時 間 で 冷 却 し 、 実 施 例 ２ の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳  
鋼 を 得 た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ 実 施 例 ３ ）
化 学 組 成 が 、 質 量 ％ で 、 Ｃ ： ０ ． ３ ４ ％ 、 Ｍ ｎ ： ０ ． ８ ９ ％ 、 Ｐ ： ０ ． ０ ２ １ ％ 、 Ｓ ： ０  
． ０ ０ ７ ％ 、 Ｓ ｉ ： １ ． １ ３ ％ 、 Ｎ ｉ ： ３ ６ ． ３ ３ ％ 、 Ｃ ｒ ： １ ８ ． ７ ７ ％ 、 Ｍ ｏ ： ０ ．  
０ ２ ％ 、 Ｎ ｂ ： １ ． ２ ８ ％ 、 残 部 が 鉄 お よ び 不 純 物 で あ る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス の  
鋳 造 物 に 対 し 、 １ ２ ５ ０ ℃ の 加 熱 温 度 で ６ ０ 分 加 熱 を 行 い 、 加 熱 後 １ ２ ５ ０ ℃ ～ ５ ０ ０ ℃  
ま で 平 均 冷 却 速 度 ４ ０ ０ ０ ℃ ／ 時 間 で 冷 却 し た 。 冷 却 後 、 ９ ５ ０ ℃ ６ ０ ０ 分 で 時 効 処 理 を  
行 い 、 ９ ５ ０ ℃ ～ ５ ０ ０ ℃ ま で 平 均 冷 却 速 度 ３ ２ ０ ０ ℃ ／ 時 間 で 冷 却 し 、 実 施 例 ３ の オ ー  
ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を 得 た 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ 比 較 例 １ ）
化 学 組 成 が 、 質 量 ％ で 、 Ｃ ： ０ ． ３ ４ ％ 、 Ｍ ｎ ： ０ ． ８ ９ ％ 、 Ｐ ： ０ ． ０ ２ １ ％ 、 Ｓ ： ０  
． ０ ０ ７ ％ 、 Ｓ ｉ ： １ ． １ ３ ％ 、 Ｎ ｉ ： ３ ６ ． ３ ３ ％ 、 Ｃ ｒ ： １ ８ ． ７ ７ ％ 、 Ｍ ｏ ： ０ ．  
０ ２ ％ 、 Ｎ ｂ ： １ ． ２ ８ ％ 、 残 部 が 鉄 お よ び 不 純 物 で あ る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス の  
鋳 造 物 の 未 処 理 品 を 比 較 例 １ の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 と し た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ 加 熱 後 Ｎ ｃ お よ び Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ ）
実 施 例 １ ～ ３ お よ び 比 較 例 １ の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 加 熱 後 の Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ  
は 、 以 下 の 方 法 で 測 定 し た 。 １ ０ ０ ０ ℃ ３ ０ 分 で 加 熱 し た オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳  
鋼 を 切 断 し 、 そ の 切 断 面 を ピ ク リ ン 酸 塩 酸 エ ッ チ ン グ し 、 光 学 顕 微 鏡 で 観 察 し た （ 倍 率 １  
０ ０ ０ 倍 ） 。 得 ら れ た 観 察 像 に お い て 、 結 晶 粒 の 中 央 部 と 粒 界 近 傍 に お い て 、 そ れ ぞ れ 任  
意 の 箇 所 １ ０ か 所 を 選 び 各 々 の 箇 所 に お い て １ ０ μ ｍ の 正 円 内 に お け る 、 円 相 当 径 ５ ０ ０  
ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 個 数 を 計 測 す る 。 得 ら れ た 中 央 部 の 炭 化 物 の 個 数 と 炭 化 物 を 計 測 し た  
領 域 の 面 積 と か ら Ｎ ｃ を 算 出 し た 。 得 ら れ た 粒 界 近 傍 の 炭 化 物 の 個 数 と 炭 化 物 を 計 測 し た  
領 域 の 面 積 と か ら 、 Ｎ ｇ ｂ を 算 出 し た 。 得 ら れ た Ｎ ｇ ｂ お よ び Ｎ ｃ よ り Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ を 算  
出 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
（ 加 熱 後 の 無 析 出 領 域 の 幅 ）
実 施 例 １ の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 無 析 出 領 域 の 平 均 幅 は 、 以 下 の 方 法 で 測 定  
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で き る 。 １ ０ ０ ０ ℃ ３ ０ 分 で 加 熱 し た 後 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 を 切 断 し 、 そ  
の 切 断 面 を 硝 酸 電 解 腐 食 し 、 光 学 顕 微 鏡 で 観 察 し た （ 倍 率 ３ ０ ０ 倍 ） 。 得 ら れ た 観 察 像 に  
お い て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 付 近 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 を 任 意 に ５  
０ 個 選 択 し 、 そ れ ぞ れ の 炭 化 物 と 最 も 近 い 粒 界 と の 内 接 円 を 設 定 し た 。 設 定 し た ５ ０ 個 の  
内 接 円 の 直 径 の 平 均 値 を 算 出 し 、 そ の 平 均 値 を 無 析 出 領 域 の 平 均 幅 と し た 。 結 果 を 表 １ に  
示 す 。 表 １ 中 で ０ ． ０ と な っ て い る も の は 無 析 出 領 域 が 無 い こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
（ ０ ． ２ ％ 耐 力 ）
高 温 時 の ０ ． ２ ％ 耐 力 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｇ ０ ５ ６ ７ ： ２ ０ １ ２ に 準 拠 し て 測 定 し た 。 試 験 片 の  
形 状 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｇ   ０ ５ ６ ７ ： ２ ０ １ ２ 付 属 書 Ａ ． ５ 記 載 の つ ば 付 き 試 験 片 と し た 。 試  
験 温 度 は １ ０ ０ ０ ℃ と し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ 引 張 強 さ ）
高 温 時 の 引 張 強 さ は 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｇ ０ ５ ６ ７ ： ２ ０ １ ２ に 準 拠 し て 測 定 し た 。 試 験 片 の 形 状  
は 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｇ   ０ ５ ６ ７ ： ２ ０ １ ２ 付 属 書 Ａ ． ５ 記 載 の つ ば 付 き 試 験 片 と し た 。 試 験 温  
度 は １ ０ ０ ０ ℃ と し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
（ 伸 び ）
高 温 時 の 伸 び は 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｇ ０ ５ ６ ７ ： ２ ０ １ ２ に 準 拠 し て 測 定 し た 。 な お 、 伸 び は 破 断  
伸 び を 測 定 し た 。 試 験 片 の 形 状 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｇ   ０ ５ ６ ７ ： ２ ０ １ ２ 付 属 書 Ａ ． ５ 記 載 の  
つ ば 付 き 試 験 片 と し た 。 試 験 温 度 は １ ０ ０ ０ ℃ と し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ 絞 り ）
高 温 時 の 絞 り は 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｇ ０ ５ ６ ７ ： ２ ０ １ ２ に 準 拠 し て 測 定 し た 。 試 験 片 の 形 状 は 、  
Ｊ Ｉ Ｓ   Ｇ   ０ ５ ６ ７ ： ２ ０ １ ２ 付 属 書 Ａ ． ５ 記 載 の つ ば 付 き 試 験 片 と し た 。 試 験 温 度 は  
１ ０ ０ ０ ℃ と し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ７ ２ 】
以 上 よ り 、 本 実 施 形 態 に 係 る 実 施 例 １ ～ ３ の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 比 較 例  
１ の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 よ り も 耐 熱 性 に 優 れ て い た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
実 施 例 １ の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 加 熱 後 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化  
物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 Ｎ ｃ が ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ り 、 Ｎ ｇ ｂ ／  
Ｎ ｃ が ０ ． ５ ０ 未 満 で あ っ た の で 、 伸 び 性 に 優 れ て い た 。 ま た 、 高 温 引 張 試 験 後 の 金 属 組  
織 の 観 察 の 結 果 、 炭 化 物 の 過 剰 析 出 を 防 止 し た こ と に よ り 、 粒 界 の 炭 化 物 に 沿 っ た 亀 裂 の  
進 展 は ほ と ん ど 認 め ら れ ず 、 き 裂 が 結 晶 粒 内 に 進 展 し て い た こ と か ら 、 脆 化 を 抑 制 で き て  
い る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
実 施 例 ２ の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 加 熱 後 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化  
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物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 Ｎ ｃ が ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ り 、 Ｎ ｇ ｂ ／  
Ｎ ｃ が ０ ． ５ ０ ～ １ ． ３ ０ の 範 囲 内 で あ っ た の で 、 ０ ． ２ ％ 耐 力 、 引 張 強 さ 、 お よ び 絞 り  
に 優 れ て い た 。 高 温 引 張 試 験 後 に お い て 、 絞 り に 優 れ て い る こ と か ら 、 延 性 が 向 上 し 、 脆  
化 を 抑 制 で き て い る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
実 施 例 ３ の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 加 熱 後 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化  
物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 Ｎ ｃ が ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ り 、 Ｎ ｇ ｂ ／  
Ｎ ｃ が ０ ． ５ ０ ～ １ ． ３ ０ の 範 囲 内 で あ っ た の で ０ ． ２ ％ 耐 力 、 引 張 強 さ 、 お よ び 絞 り に  
優 れ て い た 。 高 温 引 張 試 験 後 に お い て 、 絞 り に 優 れ て い る こ と か ら 、 延 性 が 向 上 し 、 脆 化  
を 抑 制 で き て い る こ と が 分 か っ た 。 な お 、 表 １ に は 記 載 し て い な い が 、 実 施 例 ３ の オ ー ス  
テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 前 の 断 面 に お い て も 、 Ｎ ｃ が ６ ． ０ × １ ０
－ ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ り 、 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が ０ ． ５ ０ ～ １ ． ３ ０ の 範 囲 内 で あ っ た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
以 上 、 本 開 示 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 耐 熱 性 に 優 れ て い た 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
＜ 付 記 ＞
上 記 の 実 施 形 態 に 記 載 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 お よ び オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン  
レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 は 以 下 の よ う に 把 握 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
（ １ ） 本 開 示 の 第 １ の 態 様 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 １ ０ ０ ０ ℃ で 加 熱  
し た と き の 断 面 に お い て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央 部 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭  
化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 Ｎ ｃ が ６ ． ０ × １ ０ － ２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ り 、 オ ー ス  
テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 近 傍 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 前 記 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平  
均 個 数 を Ｎ ｇ ｂ と し た と き 、 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が １ ． ３ ０ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
こ の よ う に す る こ と で 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 脆 化 を 抑 制 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ８ ０ 】
（ ２ ） 本 開 示 の 第 ２ の 態 様 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 （ １ ） の オ ー ス テ  
ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 で あ っ て 、 前 記 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が ０ ． ５ 未 満 で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
こ の よ う に す る こ と で 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 脆 化 を 抑 制 す る こ と が で き る  
。 ま た 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 高 温 時 の 伸 び 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
（ ３ ） 本 開 示 の 第 ３ の 態 様 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 （ ２ ） の オ ー ス テ  
ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 で あ っ て 、 倍 率 ３ ０ ０ 倍 の 光 学 顕 微 鏡 観 察 に お い て 炭 化 物 が 観 察  
さ れ な い 領 域 で あ る 無 析 出 領 域 を 有 し 、 前 記 無 析 出 領 域 の 幅 が １ ． ５ μ ｍ ～ ２ ０ μ ｍ で あ  
る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
こ の よ う に す る こ と で 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 高 温 時 の 伸 び 性 を よ り 向 上 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
（ ４ ） 本 開 示 の 第 ４ の 態 様 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 （ １ ） の オ ー ス テ  
ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 で あ っ て 、 前 記 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が ０ ． ５ ０ ～ １ ． ３ ０ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
こ の よ う に す る こ と で 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 脆 化 を 抑 制 す る こ と が で き る  
。 ま た 、 高 温 時 の ０ ． ２ ％ 耐 力 、 引 張 強 さ 、 お よ び 絞 り を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
（ ５ ） 本 開 示 の 第 ５ の 態 様 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 （ １ ） の オ ー ス テ  
ナ イ ト 系 鋳 鋼 で あ っ て 、 １ ０ ０ ０ ℃ 加 熱 前 の 断 面 に お い て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 中 央  
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部 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 Ｎ ｃ が ６ ． ０ × １ ０ －  
２ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 で あ り 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 粒 界 近 傍 の 円 相 当 径 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の  
前 記 炭 化 物 の 単 位 面 積 当 た り の 平 均 個 数 を Ｎ ｇ ｂ と し た と き 、 Ｎ ｇ ｂ ／ Ｎ ｃ が ０ ． ５ ０ ～  
１ ． ３ ０ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
こ の よ う に す る こ と で 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 脆 化 を 抑 制 す る こ と が で き る  
。 ま た 、 高 温 時 の ０ ． ２ ％ 耐 力 、 引 張 強 さ 、 お よ び 絞 り を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
（ ６ ） 本 開 示 の 第 ６ の 態 様 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 （ １ ） ～ （ ５ ） の  
い ず れ か １ つ の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 で あ っ て 、 前 記 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン  
レ ス 鋳 鋼 の 化 学 組 成 が 、 質 量 ％ で 、 Ｃ ： ０ ． ３ ％ ～ ０ ． ５ ％ 、 Ｍ ｎ ： ２ ． ０ ％ 以 下 、 Ｐ ：  
０ ． ０ ４ ％ 以 下 、 Ｓ ： ０ ． ０ ３ ％ 以 下 、 Ｓ ｉ ： １ ． ０ ％ ～ ２ ． ５ ％ 、 Ｎ ｉ ： ３ ６ ％ ～ ３ ９  
％ 、 Ｃ ｒ ： １ ８ ％ ～ ２ １ ％ 、 Ｍ ｏ ： ０ ． ５ ％ 以 下 、 Ｎ ｂ ： １ ． ２ ～ １ ． ８ ％ 、 残 部 が 鉄 お  
よ び 不 純 物 か ら な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
こ の よ う に す る こ と で 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 脆 化 を よ り 抑 制 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
（ ７ ） 本 開 示 の 第 ７ の 態 様 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 は 、 鋳 造 後  
の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 に 、 １ １ ０ ０ ℃ ～ １ ２ ５ ０ ℃ の 加 熱 温 度 で 加 熱 を 行 う  
加 熱 工 程 を 備 え る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
こ の よ う に す る こ と で 、 結 晶 粒 全 体 に 均 一 に 元 素 を 均 一 に 固 溶 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
（ ８ ） 本 開 示 の 第 ８ の 態 様 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 は 、 （ ７ ）  
の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 加 熱 工 程 後 に 前 記 加 熱 温 度  
か ら ５ ０ ０ ℃ ま で 平 均 冷 却 速 度 ６ ５ ℃ ／ 時 間 未 満 で 冷 却 す る 徐 冷 工 程 を 備 え る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
こ の よ う に す る こ と で 、 炭 化 物 を 平 衡 析 出 状 態 近 く ま で 進 行 さ せ る こ と が で き 、 高 温 使 用  
中 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 安 定 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
（ ９ ） 本 開 示 の 第 ９ の 態 様 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 は 、 （ ７ ） の オ ー ス テ  
ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 加 熱 工 程 後 に 前 記 加 熱 温 度 か ら ５ ０ ０  
℃ ま で 平 均 冷 却 速 度 ９ ０ ０ ℃ ／ 時 間 以 上 で 冷 却 す る 冷 却 工 程 を 備 え る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
こ の よ う に す る こ と で 、 冷 却 中 に 炭 化 物 が 過 剰 に 析 出 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
（ １ ０ ） 本 開 示 の 第 １ ０ の 態 様 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 は 、 （  
９ ） の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 冷 却 工 程 後 に 、 ９ ０ ０  
℃ ～ １ ０ ５ ０ ℃ の 温 度 域 で １ 時 間 以 上 加 熱 す る 時 効 工 程 と 、 前 記 時 効 工 程 の 前 記 温 度 域 か  
ら ５ ０ ０ ℃ ま で 平 均 冷 却 速 度 ９ ０ ０ ℃ ／ 時 間 以 上 で 冷 却 す る 第 ２ の 冷 却 工 程 と 、 を 備 え る  
。
【 ０ ０ ９ ７ 】
こ の よ う に す る こ と で 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 内 に 均 一 な 炭 化 物 を 析 出 さ せ る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
（ １ １ ） 本 開 示 の 第 １ １ の 態 様 に 係 る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 は 、 （  
７ ） ～ （ １ ０ ） の い ず れ か 一 つ の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 製 造 方 法 で あ っ て 、  
前 記 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 化 学 組 成 が 、 質 量 ％ で 、 Ｃ ： ０ ． ３ ％ ～ ０ ． ５ ％  
、 Ｍ ｎ ： ２ ． ０ ％ 以 下 、 Ｐ ： ０ ． ０ ４ ％ 以 下 、 Ｓ ： ０ ． ０ ３ ％ 以 下 、 Ｓ ｉ ： １ ． ０ ％ ～ ２  
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． ５ ％ 、 Ｎ ｉ ： ３ ６ ％ ～ ３ ９ ％ 、 Ｃ ｒ ： １ ８ ％ ～ ２ １ ％ 、 Ｍ ｏ ： ０ ． ５ ％ 以 下 、 Ｎ ｂ ： １  
． ２ ～ １ ． ８ ％ 、 残 部 が 鉄 お よ び 不 純 物 か ら な る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
こ の よ う に す る こ と で 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋳 鋼 の 脆 化 を よ り 抑 制 す る こ と が で  
き る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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